
社 会 資 本 総 合 整 備 計 画

十日町中心市街地のにぎわい再生地区

平 成 ２ ８ 年 ７ 月

新 潟 県 十 日 町 市



平成 28 年 7 月    日

１　十日町中心市街地のにぎわい再生地区 ○
平成24年度　～　平成29年度　（６年間） 新潟県十日町市

Ⅰ：雪国でも快適で安心して暮らし続けられるまちづくり ⇒ 中心市街地内の居住人口の社会動態の増加
Ⅱ：人が集い、活気とふれあいに満ちたまちづくり ⇒ ①歩行者・自転車交通量（平日）の増加 ②文化・活動施設の利用者数及び野外活動者数（年間）の増加③（仮称）産業文化発信館利用者数の増加

中心市街地内の居住人口の社会動態の増加
　住民基本台帳人口を根拠とした区域内の居住人口の社会動態の期間内（H25～H28）の合計

歩行者・自転車交通量（平日）の増加
　区域内の主要ポイントにおける歩行者・自転車通行量の合計

文化・活動施設の利用者数及び野外活動者数（年間）の増加
　区域内の文化・活動施設の利用者及び野外活動参加者（年間）の合計

（仮称）産業文化発信館利用者数の増加 H27末
　（仮称）産業文化発信館利用者数の増加（７月～９月）（芸術祭開催期間中）

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 費用便益比 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28 H29

1-A-1 都市再生 一般 十日町市 直接 3,600.0

1-A-2 賑わい 一般 十日町市 直接 暮らし・にぎわい再生事業 568.3

合計 4,168.3

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 費用便益比 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 H29

合計

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 H29

1-C-1 施設整備 一般 十日町市 直接 中央公民館整備事業 十日町市 725.6

1-C-2 イベント 一般 十日町市 直接 中心市街地にぎわい力アップ事業 十日町市 30.0

1-C-3 施設整備 一般 十日町市 直接 1.5

1-C-4 調査 一般 十日町市 直接 地域資源活用調査事業 十日町市 1.2

1-C-5 調査 一般 十日町市 直接 歩行者交通量調査事業 十日町市 7.3

1-C-6 施設整備 一般 十日町市 直接 コミュニティガーデン整備事業 十日町市 3.0

1-C-7 施設整備 一般 十日町市 直接 十日町駅機能強化事業 十日町市 3.9

1-C-8 施設整備 一般 十日町市 直接 障がい支援センター整備改修事業 十日町市 18.9
合計 791.4

番号 備考

1-C-1 基幹事業の都市再生整備計画事業の高次都市施設で整備する市民文化ホールに併設した中央公民館を整備し、利用者の利便性の向上を図るとともに、中心市街地のにぎわいを創出する。

1-C-2 商店街の有志による定例のイベント（とおか市、にぎわいサタデーなど）を行い、市民が中心市街地へ足を運ぶ機会を増やし関心を高め、回遊性のある中心市街地づくりを行う。

1-C-3 空き店舗を借り上げ、市民の交流スペースとすることと、中心市街地整備推進機構であるＮＰＯ団体の活動拠点とし、中心市街地での市民活動の推進を図る。

1-C-4 中心市街地内にある地域資源（建物、景観、人材など）の調査を行い、今後のまちづくりへ活用する。

1-C-5 中心市街地活性化の数値目標である歩行者・自転車通行量の調査を行い、事業の効果分析を行う。

1-C-6 空洞化が著しい中心市街地の中心部において、地域住民によるガーデン整備を行うことにより、低下している地域コミュニティの向上を図る。併せて中心市街地の魅力向上を図る。

1-C-7 市の玄関口となる「ほくほく線十日町駅」に観光拠点施設を併設し来訪者の利便性を高める。

1-C-8 障がい者への一般市民の理解が深まり、授産製品の販売などを通じ、一般市民との活動が増え、中心市街地への集客が図られ、賑わいが創出できる。

備考

一体的に実施することにより期待される効果

十日町市 整備床面積：650㎡

十日町市

十日町市

十日町市 各種調査：100ha

十日町市 交通量調査：35か所

十日町市 施設整備：2ha

整備床面積：234㎡

十日町市 整備床面積：940㎡

十日町市 イベント開催：100ha

十日町市 市民活動拠点施設整備事業 施設整備：１棟

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

（事業箇所）

十日町市 都市再生整備計画事業　とおかまち地区＜第2期＞
A=100ha　道路、高次都市施設
既存建造物活用

十日町市

十日町市
都市機能まちなか立地支援
（駐車場・賑わい交流施設整備）

十日町市

15.9%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名 全体事業費
（百万円）

- Ｃ 791.4百万円 Ｄ -
効果促進事業費の割合

H24
4,000人/(7月～9月） － 6,900人

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
4959.7百万円 Ａ 4,168.3百万円 Ｂ

H23
5,841人/日 － 6,520人/日

H23
126,682人/年 － 150,400人/年

（H24当初） （H○末） （H29末）

H19～H23の合計 H25～H28の合計
-85人 － ±0人

「新たなにぎわい」に満ちた「魅力あるまち」の創造　　～”安心・快適・ときめき”のまちの形成～
　①雪国でも快適で安心して暮らし続けられるまちづくり
　　施策１：安心で快適な居住空間の提供　　施策２：生活利便施設の充実　　施策３：都市基盤施設の充実（道路）
　②人が集い、活気とふれあいに満ちたまちづくり
　　施策１：にぎわいと交流の場の創出　　施策２：都市基盤施設の充実（駐車場）

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 中間目標値 最終目標値

重点計画の該当

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標



Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 H29

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）番号 事業者

要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

（面積等）



（参考図面）市街地整備

計画の名称 十日町中心市街地のにぎわい再生地区

計画の期間 平成24年度　～　平成29年度　（６年間） 新潟県十日町市交付対象

□効果促進事業

・中心市街地にぎわい力アップ事業
・市民活動拠点施設整備事業
・地域資源活用調査事業
・歩行者交通量調査事業
・コミュニティガーデン整備事業
・十日町駅機能強化事業
・障がい支援センター整備改修事業

○関連事業

・中心商店街空き店舗活用促進事業

■地方都市リノベーション推進施設
旧田倉跡地活用（官民複合施設）：2,175㎡

■高次都市施設

地域交流センター（市民文化ホール）

○関連事業

県立十日町病院新築整備事業
■高次都市施設

子育て世代活動支援センター

□ 効果促進事業：中央公民館整備事業

■本町５丁目地区：0.17ha

基幹事業（都市再生）

基幹事業（暮らし・にぎわい）

効果促進事業

関連事業

■本町２丁目地区：0.22ha

■道路

市道栄町６号線整備

■地域生活基盤施設

キナーレ南広場

■道路

市道西浦町４号線整備

■道路

市道袋町東１号線整備

■既存建造物活用事業

市民交流センター

■既存建造物活用事業

市民活動センター・まちなか公民館

■道路

市道関口樋口町線整備

■道路

キナーレ南側進入路整備

■地方都市リノベーション推進施設

旧娯楽会館跡地（民間商業施設）：1,702㎡

市役所

十日町病院

キナーレ

クロス10



【十日町市】十日町中心市街地のにぎわい再生地区
交付金の執行状況

（単位：百万円）

未契約繰越＋不用率
が10％を超えている

場合その理由

施設規模の再検
討等が必要とな
り、それに関す
る市民説明等に
不測の日数を要

したため

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

24.5% 0.0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0

うち未契約
繰越額
（g）

249.665 0

翌年度繰越額
（f）

363.331 41.018

支払済額
（見込みを含む）

（e）
656.217 725.913

前年度からの繰越額
（d）

654.95 363.331 41.018

交付額
（c=a+b）

364.598 403.6 835.2

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0

配分額
（a）

364.598 403.6 835.2

H26 H27 H28 H29 H30


